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令和６年度第１回北上市総合教育会議 

 

１ 日  時  令和６年10月29日（火）午前10時 

 

２ 場  所  北上市役所本庁舎 ５階第１会議室 

 

３ 協  議  持続可能なまちづくり推進プロジェクトの中間評価について 

 

４ 報  告  市内大学設置に関する検討状況について 

 

５ 会議に出席した構成員 

市長        八重樫 浩文 

副市長       及川 義明 

教育長       船田 浩 

教育長職務代理者  佐藤 和美 

教育委員      髙橋 隆紀 

教育委員      照井 睦子 

教育委員      小原 紀実 

 

６ 説明のため出席した職員 

企画部 企画部長         斎藤 昌彦 

政策企画課長       金田 明 

財務部 財務部長         八重樫 義正 

財政課長         皆川 礼一郎 

まちづくり部 まちづくり部長   鈴木 善一 

生涯学習文化課長  児玉 康宏 

スポーツ推進課長  小田嶋 和広 

健康こども部 健康こども部長   高橋 晋 

子育て支援課長   久保田 達夫 

教育部 学校教育課長       中村 隆一 

文化財課長        佐藤 康浩 

学校給食センター所長   伊藤 泰樹 

中央図書館長       菅野 勝文 

博物館館長        渋谷 洋祐 

鬼の館館長        後藤 幸生 
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７ 事務局 

教育部 教育部長         澤藤 樹史 

総務課長         石川 貴洋 

総務課長補佐       高橋 顕祐 

 

８ 傍聴者 

２名 

 

９ 会議の概要 

協議事項として、持続可能なまちづくり推進プロジェクトの中間評価について、

各担当部長からプロジェクトの中間評価をそれぞれ説明した後、中間評価の内容や

検討すべきプロジェクト事業等を中心に意見交換した。 

また、報告事項として、市内大学設置に関する検討状況について、企画部から説

明した後、各委員から意見を受けた。 

 

10 会議録 

次のとおり 
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（開会 午前10時） 

 

 

教育部長 

（１ 開会） 

 

 

市長 

（２ 市長あいさつ） 

今年度は、７月31日に子ども計画に係る意見交換をいただい

たが、本日は、今年度第１回目の総合教育会議を開催させてい

ただくものである。 

今回は、協議事項を「持続可能なまちづくり推進プロジェク

トの中間評価」としており、各推進プロジェクトの今年度の進

捗状況を踏まえていただいた上で、来年度の施策展開に向けた

ご意見をいただきたいと考えている。 

また、報告事項を「市内大学設置に関する検討状況」として

おり、市政座談会等の様々な場面で市民の方々からの意見をい

ただいている。これまでの検討状況をご報告させていただき、

教育委員の方々からも意見をいただきたいと考えている。 

本日は、忌憚の無いご意見をよろしくお願いしたい。 

 

 

教育長 

（２ 教育長あいさつ） 

総合教育会議の制度ができてから10年が経過し、同会議が形

骸化しないためにも、本日の総合教育会議は重要な場となると

捉えている。 

本日は、有意義な意見交換をお願いしたい。 

 

 （３ 協議  持続可能なまちづくり推進プロジェクトの中間

評価について） 

各部長 別紙持続可能なまちづくり推進プロジェクトのうち、教育委

員会に関連する３プロジェクトである「子育て寄り添いプロジ

ェクト」、「学びの改革プロジェクト」、「地域をつくる文化

芸術・スポーツプロジェクト」の中間評価資料に基づき、教育

委員会に関連性の高い項目を中心に説明 

 

 

佐藤 和美 委員 

（以下、説明に係る意見交換） 

「子育て寄り添いプロジェクト」における指標⑦「子育て環

境の充実度」に係り、令和５年度実績の落ち込みは、一時的な

ものと判断しているとの説明が昨年度の本会議であったが、令
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和６年度も実績値は期待値以下となったままである。満足度を

上げるために、市が実施している様々な事業を子育て施策対象

者へアピールする必要があるとの認識であると聞いていたが、

今後は、どのような対応を検討しているか。 

 

健康こども部長 

 

市民生活ガイド等を通じた情報提供を進めているが、毎年内

容を更新している媒体ではないことから、様々な機会を通じた

情報提供を図る必要があると捉えている。 

 

市長 他市と比較した際に、子育て支援に関する施策は同程度であ

ると捉えており、この満足度は現状を反映していないのではな

いかと捉えている。様々な事業の周知を今後も取り組みたい。 

 

佐藤 和美 委員 「学びの改革プロジェクト」における「不登校児童生徒への

対応」に係り、市独自のスクールソーシャルワーカーは設置い

ただいているが、保護者等が更に相談しやすい体制とするため

にも、スクール・カウンセラーの設置を検討する必要があるか

と思われる。 

 

教育部長 市独自の設置も検討する必要はあると捉えているが、現状の

設置体制における学校や保護者等との連携の仕方も検証が必要

であると捉えている。 

 

市長 スクール・カウンセラーの市独自の設置については、予算等

も含めた効果的な在り方を検証して行きたい。 

 

佐藤 和美 委員 「地域をつくる文化芸術・スポーツプロジェクト」における

「ライフステージに応じて楽しむ生涯スポーツの推進」に係り 

、ランフェスへ市外の方々の参加もありがたいが、市内の方々

が参加するイベントとすることも重要かと思われる。 

 

まちづくり部長 今年度は、ハーフマラソンへの参加者が増えたが、市外から

の参加が多い状況であった。市内の方が参加しやすいリレー形

式の導入等、新たな競技形態の導入も検討する必要があると捉

えている。 

 



- 5 - 

市長 フェス部門への市民参加者は増えており、この方々をラン部

門へ誘導したいと考えている。 

 

髙橋 隆紀 委員 「学びの改革プロジェクト」における「グローバルな人材の

育成」に係り、指標③「英検補助対象受験者数における合格者

の割合」が設定されているが、グローバルな人材の育成には、

英検以外の取り組みも必要であると思われる。海外の方々が市

内企業の労働者として就職しており、国際交流ルーム等による

国際交流連携に係る様々な取り組みも進められているが、今後

を見据えたグローバルな人材の育成に対する取り組みが必要か

と思われる。 

 

市長 コンコードとの交流事業が先日、開催されたが、交流者の中

には高校生も参加し、ホームステイ等を行っていた。 

成果指標は、数値として把握しやすい「英検補助対象受験者

数における合格者の割合」としているが、市内の外国人登録者

は県内２番目の1,300人超となっている。 

全庁的に国際化への対応を進める必要があると捉えており、

来年度に向けて検討を進めて行きたい。 

 

髙橋 隆紀 委員 ランフェスに係り、これまでの北上マラソンから、開催目的

や趣旨が変わっている点を明確に整理する必要があると捉えて

いる。あくまでも、フェスとしての開催であり、他マラソン大

会と参加者を競う必要は無いと考えている。 

 

まちづくり部長 競技性の部分を目的に参加いただく方々がいる一方で、走る

ことに楽しみを見出す方々も取り入れることが出来るイベント

を検討して行きたい。 

 

照井 睦子 委員 「学びの改革プロジェクト」における「不登校児童生徒への

対応」に係り、現状、日本以外の多国籍児童生徒に対して、

「なないろ」において日本語で学習した後に各校で学習する形

態となっていると聞いており、今後の取り組みの進め方は、ど

のように考えているか。 

 

教育長 「なないろ」は不登校の児童生徒へも対応した施設であり、
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学校復帰につながった児童生徒も一定数いる一方で、多国籍児

童生徒への対応を進めている状況であり、今後も、市内への転

入状況を注視しながら対応を進めたい。 

多国籍児童生徒の中には、県内の高等学校へ進学した生徒も

あり、このような事例が多くなる様な取り組みを進めて行きた

い。 

 

照井睦子委員 「子育て寄り添いプロジェクト」における「保育所等利用定

員数の適正化と保育人材の確保」に係り、保育士が定着しない

要因を考えた際、会計年度任用職員の形態で勤務される方が多

く、複数年の雇用が確保されていないことが要因と思われる。 

安定的な雇用形態とする必要があるのではないか。 

 

健康こども部長 毎年の入園者数の推移に併せて会計年度任用職員を採用して

いる状況である点に併せ、採用者自体も正職員ではない採用形

態を望む方もいる。 

 

企画部長 会計年度任用職員の制度へ変更したことにより、採用期間が

単年度ではなくなっており、給与面でも賞与制度の導入等の改

善を進めている。 

 

小原 紀実 委員 「地域をつくる文化芸術・スポーツプロジェクト」における

「市民の郷土意識向上への取り組み」に係り、一次的な遅れが

ある推進方針となっている。 

図書館内における読書スペースが少ないように見受けられ、

ソファー等の読書スペースを更に確保する予定はあるか。 

博物館へ収蔵品管理システムを導入し、収蔵品を介した都市

の魅力を発信するとされているが、具体的な発信手法を教えて

いただきたい。 

鬼の館常設展に対するアンケートの主な内容と、そのアンケ

ート内容に対する改善を教えていただきたい。 

 

教育部長 図書館の設備については、来館者の状況を見ながら対応を検

討したい。 

博物館の収蔵システムについては、対外的に公開することも

できるシステムであり、多言語対応等の準備を進めたいと考え
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ている。 

展示更新については、いただいたアンケートは、30年前の映

像が依然展示されており、リニューアルの必要があるのではな

いかという内容であった。今後、鬼の館協議会等の議論も踏ま

えて検討を進めたいと考えている。 

 

小原 紀実 委員 鬼の館については、開館30周年記念事業を盛り上げていただ

いており、取り組みを継続いただきたい。 

「文化芸術を活用したまちづくりの推進」に係り、今年度に

おける新たな課題・社会動態の変化等として、「未就学児向け

の文化芸術体験」の充実が挙げられており、芸能団体とも連携

しながら充実を進めていただきたい。 

「地域をつくる文化芸術・スポーツプロジェクト」における

「民俗芸能の育成と伝承」に係り、市の宝である民俗芸能の伝

承のため、民俗芸能団体への支援を進めていただきたいと考え

ているが、市長の考えを伺いたい。 

「ライフステージに応じて楽しむ生涯スポーツの推進」にお

いて、ランフェスに家族が一緒に参加して楽しめるイベントを

検討いただきたい。なお、開催時期として他マラソン大会との

競合については検討する必要があるかと思われるが、いかが

か。 

 

まちづくり部長 開催時期については、旧きたかみマラソンから開催日を継続

している点、同時期に県内各地でマラソン大会が開催されてい

る点等から、変更することは難しいと捉えている。 

単なるマラソン大会ではなく、ランフェスであるという点を

改めて周知していきたい。 

 

市長 民俗芸能団体への支援については、支援の中心的な役割を担

っていただいている民俗芸能協会と共に、今回の意見を踏まえ

て、支援を進めて行きたい。 

 

 （４ 報告 市内大学設置に関する検討状況について） 

企画部長 別紙「大学設置構想策定に向けて」に基づき、大学設置検討

の経過、現状の検討状況等を説明 
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髙橋 隆紀 委員 個人的にアメリカの大学へ入学したが、海外留学生を対象と

した英語対応のためのカリキュラムや学費等の支援が当初から

整備されていた。学費等の支援に関しては、一定期間の無償ボ

ランティアや一定程度以上の成績を求められ、これを達成する

ことにより、その学年の学費が半額免除となる制度であった。 

当市で取り組む際も、海外からの入学者を想定し、日本語に

対する学習機会や学費等の支援を準備する必要もあるかと思わ

れる。 

 

企画部長 有識者からの提言でも、グローバルな視点を持ち、世界に認

められる大学とする必要があるとの意見をいただいている。委

員の意見を踏まえ、引き続きの検討を進めたい。 

 

小原 紀実 委員 学習面に加えて、スポーツ、ダンス、芸能等の面も取り入れ

た大学となることを期待している。また、全国的なレベルとな

っている市内小中学校の音楽に係る部活動との連携も進めてい

ただきたい。 

 

佐藤 和美 委員 大学卒業生が市内就職につながることが重要かと思われる。 

 

企画部長 他公立大学でも、地元就職率が低いことが課題となってい

る。今回、検討している大学は、当市の特性に合わせた教育を

考えており、市内に多く立地している企業と連携し、大学へ在

学中に当市の魅力を感じることが出来るようにしたいと考えて

いる。 

 

照井 睦子 委員 デメリットとしては、どのような面が挙げられているか。 

 

企画部長 学生確保と財政面、有能な教員の確保等がデメリットとされ

ており、引き続きの検討を進めて行きたい。 

基本構想策定委員会には、財務専門の委員として、公認会計

士にも入り、財務面も検討の上、市民に提示したい。 

引き続き、教育委員におかれては、何かお気づきの点があれ

ば、意見を寄せていただきたい。 

 

 （教育長あいさつ） 
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教育長 有意義な意見交換を進めることができ、感謝申し上げる。 

大学が市内に設置されれば、中学生の進学に対する意識やキ

ャリア教育が変わると捉えている。今後、更に市長部局との連

携を深めて行きたい。 

 

市長 中間評価に対する意見に関して、いただいた意見を踏まえ、

更に改善を図り、効果的に施策を進めて行きたい。 

大学設置に関しては、最終の意思決定に向け、更に検討を深

め、今回の意見も踏まえて基本構想の策定を進めたい。 

 

教育部長 （５ 閉会） 

 

（閉会 午前11時35分） 

 

令和６年10月29日 

議録作成者  北上市長 八重樫 浩文 


